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「廣瀬出 雲龍かし」、「廣瀬出 ほそ葉南天」 

この「廣瀬」とは、出雲松江藩の支藩で雲州廣瀬藩の第８代藩主松平直寛のこと。 

 

斯様に「草木奇品家雅見」の中では、大名、旗本、町人の分け隔てなく、名前を呼び捨てにしてしまっている。 

恐らく、本書が世に出た段階でも物議を醸したと考えられるが、後年、天保改革の際、儒家林家出身の鳥居耀蔵には許し難

いことであったろう。 

 

増田繁亭金太は、この天保改革によって闕所の罪となり、千駄ヶ谷の紀州藩下屋敷にしばらく身を隠すことになる。 

６代目増田重次の生前の話では、罰を受けたのは遠山金四郎影元が月番の北町奉行のときで、鳥居耀蔵の執拗な追及

から金太は救われたものと考えられる。 

なお、天保３年の「小万年青名寄」には、上段に繁亭金太（権田原金太郎）の万年青、その下段に「遠山」の万年青

が刷られているが、この「遠山」が遠山金四郎影元とは断定できない。 (2009.11.23) 
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